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（6）地震に関する伝承・諺の調査結果 

    地震に関する伝承・諺については、採録した内容を、動物、気象に関するもの等に分けて整理を

した。 

    なお、地震があることについて、郡内全域で「地震がいる」、一部で「地震がゆる」と言った。 

① 動物に関するもの 

1）山の動物 

 ・ ○ 山から動物がいなくなると地震がいる 

2）ネズミ 

 ・ △ ネズミが家からいなくなると地震がいる 

※「ネコが（布団の上を）はしゃるく（＝走り回る）と地震がいる」（水沢） 

3）キジ 

 ・ ○ キジが（夜に）鳴くと地震がいる 

4）ヘビ（アオダイショウ） 

  ・ △ ヘビが（家から）いなくなると地震がいる 

※ ヘビは郡域等（県内）で「クチナワ」「サトマワリ」「カイドマワリ」等としても採録 

   5）ナマズ 

 ・ ◎ ナマズが荒びる（又は 踊る）と地震がいる 

 ・ ○ ナマズが跳ねたり、ぐるぐる回ると地震がいる 

 ・ ○ ナマズが尾を振る（のを見る）と地震がいる 

 ・ △ ナマズが出てくると地震がいる 

    ※「ナマズが頭を振ると地震がいる」（三宅） 

 

② 気象に関するもの 

1）一般 

    ・ ○ 天気がおかしいと地震がいる 

    ・ ○ 天気（又は 照り）が続くと地震がいる 

    ・ ○ 蒸し暑くなると地震がいる 

    ・ ▼ 風のない曇った静かな日に地震がいる 

    ・ ▼ 風のない生ぬるい日に地震がいる 

2）雲（地震雲） 

・ ▼ 西の空が焼けると（＝山並みに沿って雲の筋が入り日光に光る）と地震が近い 
・ ▼ たな雲（＝真直ぐな雲で、向かい側は雲で覆われている）ができると地震が近い 

 

③ その他 

   1）井戸水 

    ・ ○ 井戸の水が（急に）底る（又は 無くなる）と地震がいる 

    ・ ▼ 井戸が干ぼると地震がいる 

2）その他 

・ ◎ 地震は返し（又は 揺り返し 等）が（最も）怖い 
・ ○ 地震がいる前には東の空が光る 
・ △ 地震がいる前には東で「ドン」と音がする 

    ・ ▼ 地震がいるとキジがなく 

    ・ ▼ 大きいナマズを取ると地震がいるので逃がせ 

    ・ 地震のいった時刻により「照り地震」、「降り地震」、と言った 

    ・ 山鳴りすると地震がいる  

※「地震がいった時刻により「日和地震」、「降り地震」と言った」（山女原） 


